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計
画
の
基
本
理
念
「
共
に
支

え
合
う
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
謳
い
文
句
に
、
高
齢

者
の
心
身
の
状
況
や
生
活
環
境

に
応
じ
て
、
元
気
な
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
施
策
か
ら
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
へ
の
体
系
化
を
図

っ
て
い
く
。
基
本
施
策
は
、 

①
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参 

加
や
交
流
を
促
進 

②
介
護
予
防
を
重
視
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
充
実 

③
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
介
護

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

④
高
齢
者
の
地
域
ケ
ア
体
制
と

環
境
整
備
の
推
進 

等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

〈
介
護
保
険
制
度
〉 

介
護
保
険
制
度
の
被
保
険
者

は
４
０
歳
以
上
の
人
が
全
員
加

入
し
、
保
険
料
等
を
負
担
し
、 

 
   

き
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
以

前
、
ヤ
オ
ハ
ン
や
ユ
ニ
ー
が

営
業
し
て
い
る
頃
は
、
ま
だ

ま
だ
人
通
り
が
多
か
っ
た
。

ヤ
オ
ハ
ン
が
潰
れ
、
ユ
ニ
ー

が
消
え
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ば

か
り
が
増
え
た
。
マ
ン
シ
ョ

ン
は
増
え
た
が
商
店
街
の
人

通
り
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
れ
以
上
営
業
が
持
た

ず
、
店
を
閉
め
る
と
こ
ろ
も

多
い
。
新
し
く
店
を
開
い
て

も
長
く
は
も
た
な
い
。
多
く

の
三
島
市
民
は
、
三
島
の
商

店
街
で
は
な
く
、
市
外
に
買

い
物
に
出
掛
け
る
。
清
水
町

の
サ
ン
ト
ム
ー
ン
は
、
何
時

行
っ
て
も
多
く
の
客
で
溢
れ 

 

主
張  

広
小
路
周
辺

の
人
通
り
は
こ

の
と
こ
ろ
め
っ

て
い
る
。
商
店
街
の
声
は
、

「
せ
せ
ら
ぎ
事
業
」
や
「
電

線
地
中
化
事
業
」
で
、
街
並

み
は
綺
麗
に
な
っ
た
が
、
商

店
街
に
人
が
寄
り
付
か
な
く

な
っ
た
と
な
げ
い
て
い
る
。

店
を
継
ぐ
後
継
者
も
い
な

い
。
若
い
人
は
店
で
は
食
べ 

    

て
い
け
な
い
か
ら
外
に
働
き

に
出
る
。
お
年
寄
り
が
細
々

と
営
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
そ
れ
が
途
絶
え
れ
ば

店
は
閉
め
る
し
か
な
い
。
ま

す
ま
す
商
店
街
は
寂
れ
て
い

く
、
衰
退
へ
の
悪
循
環
で
あ

る
。
行
政
が
本
腰
を
上
げ
て
、

対
策
を
立
て
な
い
と
、
ま
す 

 

 

従
来
、
介
護
従
事
者
の
待
遇
が
悪
く
、
定
着
率
が
悪
い
為
、
国
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
の
介

護
報
酬
改
定
等
に
よ
り
極
わ
ず
か
、
３
％
の
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
平
成
27
年
に
は
団
塊
世
代
が
高
齢
者
と
な
り
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
為
、
平
成
27

年
（
２
０
１
５
年
）
の
高
齢
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
想
定
し
、
こ
れ
ま
で
、
三
年
ご
と
に
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
の
間
、
三
島
市
第
５
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
第

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
新
た
な
策
定
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

ま
す
衰
退
は
続
く
。 

 

昨
年
秋
、
岡
山
県
備
前
市

に
視
察
に
行
っ
た
。
人
口
４ 

万
人
程
度
の
小
さ
な
町
だ
が
、

０
５
年
度
か
ら
３
年
間
、環
境

省
の
モ
デ
ル
地
域
の
一
つ
と

し
て
応
募
し
、
選
ば
れ
た
。
そ

の
事
業
は
、
市
民
・
行
政
・
事 

    

業
者
が
連
携
し
、市
民
バ
ン
ク

よ
り
全
国
か
ら
資
金
を
集
め
、 

そ
の
融
資
と
国
の
援
助
だ
け

で
、「
備
前
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
」
等
を
立
上 

げ
、公
共
施
設
の
屋
根
に
太
陽

電
池
パ
ネ
ル
を
普
及
さ
せ
、そ

の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
を
お
こ
し
、今
で
は
民
間 

 

 

第５次高齢者保険福祉計画 
及び第４次介護保険事業計画 

       （平成２１年度～平成２３年度の期間） 

       

ク
ス
へ
一
括
売
却
す
る
こ
と
に

疑
念
が
有
る
と
し
て
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
た
。 

▼
日
本
郵
政
の
「
か
ん
ぽ
の
宿
」

一
括
譲
渡
と
い
う
基
本
方
針
を

決
め
た
の
は
小
泉
時
代
の
竹
中

平
蔵
郵
政
民
営
化
担
当
相
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
具
体
化
さ
れ

た
売
却
内
容
は
、総
額
２
６
０
０

億
円
の
資
金
を
投
入
し
た
施
設

が
１
０
９
億
円
で
オ
リ
ッ
ク
ス

へ
売
却
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
と

い
う
か
ら
驚
き
だ
。
し
か
も
、

元
々
そ
れ
ら
は
国
民
の
財
産
だ
。 

▼
そ
の
後
、「
か
ん
ぽ
の
宿
」
一

括
売
却
に
先
立
ち
、郵
政
公
社
時

代
に
格
安
で
売
却
さ
れ
た
と
疑

わ
れ
る
事
例
が
次
々
と
明
ら
か

に
な
っ
た
。
特
徴
的
な
も
の
は
、

０
７
年
に
千
円
で
売
却
さ
れ
た

施
設
が
、３
ケ
月
後
に
４
千
９
百

万
円
で
学
校
法
人
に
転
売
さ
れ

た
り
、１
万
円
で
売
っ
た
も
の
が

半
年
後
に
約
６
千
万
円
で
転
売

さ
れ
た
と
い
う
。
国
民
の
財
産

を
、
誰
か
の
利
益
の
た
め
に
、
こ

ん
な
形
で
安
売
り
す
る
の
は
明

ら
か
な
犯
罪
で
は
な
い
か
。 

▼
鳩
山
総
務
相
の
主
張
は「
オ
リ

ッ
ク
ス
の
宮
内
会
長
は
、規
制
改

革
会
議
の
議
長
を
や
り
、郵
政
民

営
化
の
議
論
も
そ
こ
で
さ
れ
た
。

そ
こ
に
一
括
譲
渡
と
な
る
と
、国

民
が
出
来
レ
ー
ス
で
は
な
い
か

と
受
け
取
る
の
も
無
理
は
な
い
」

と
い
う
。「
か
ん
ぽ
の
宿
」
問
題

は
底
の
深
い
疑
獄
問
題
へ
と
発

展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。 

▼
郵
政
民
営
化
が
何
だ
っ
た
の

か
？
政
権
内
部
で
も
そ
れ
等
を

め
ぐ
る
抗
争
が
再
燃
し
始
め
た
。

ま
た
、
小
泉
・
竹
中
路
線
が
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
、郵
政
民
営
化
の

裏
の
側
面
が
表
に
引
き
ず
り
出

さ
れ
よ
う
と
し
た
時
、西
松
建
設

の
巨
額
献
金
疑
惑
、小
沢
一
郎
秘

書
逮
捕
事
件
が
突
然
大
き
く
現

わ
れ
た
。「
国
策
捜
査
」
の
疑
念

は
消
え
な
い
。 

▼
今
年
に
入
り
「
か
ん

ぽ
の
宿
」
問
題
で
国
会

が
ゆ
れ
て
る
。
鳩
山
総

務
大
臣
が
、
日
本
郵
政

の
所
有
す
る
全
国
７
０

施
設
の
「
か
ん
ぽ
の
宿
」

を
４
月
ま
で
に
オ
リ
ッ
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綺
麗
に
な
り
、
観
光
客
は
増

え
た
が
、
三
島
の
街
に
お
金

を
落
と
し
て
行
か
な
い
、
た

だ
通
り
過
ぎ
る
だ
け
だ
と
い

と
い
う
声
を
聞
く
。
店
に
立

ち
寄
っ
た
観
光
客
に
「
三
島

の
お
土
産
は
何
」
と
聞
か
れ

る
が
、
そ
れ
に
答
え
ら
れ
な

い
。
浜
松
に
は
「
う
な
ぎ
パ

イ
」、静
岡
に
は「
安
部
川
餅
」

が
あ
る
が
、
三
島
に
は
無
い
。 

「
三
島
コ
ロ
ッ
ケ
」
は
あ

る
が
土
産
に
は
な
り
に
く

い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
三

島
の
新
し
い
「
み
や
げ
物
」

開
発
な
ど
が
必
要
で
は
な
い

か
？
そ
う
い
う
も
の
の
開
発

は
、
や
は
り
行
政
が
音
頭
を

取
っ
て
、
市
民
や
業
者
と
連

携
し
、
積
極
的
に
推
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
Ｈ 

 

へ
の
普
及
を
進
め
、環
境
に
優

し
い
街
つ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
若
干
だ
が
雇
用
を

生
み
出
し
、
売
電
に
よ
る
利

益
を
上
げ
始
め
て
い
る
。
市

民
と
一
体
と
な
っ
て
環
境
問

題
に
取
り
組
む
中
、
天
ぷ
ら

廃
油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
を
精
製
す
る
プ
ラ
ン

ト
を
作
り
、
そ
れ
を
事
業
化

す
る
取
組
も
始
め
て
い
る
と

聞
く
。
行
政
と
市
民
が
知
恵

を
出
し
合
い
、
連
携
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
街
づ
く
り
の

糸
口
や
、
街
の
活
性
化
に
向

け
た
突
破
口
が
切
開
け
る
の

で
は
な
い
か
、
備
前
市
の
取

り
組
み
は
そ
ん
な
示
唆
を
与

え
て
く
れ
た
。 

「
せ
せ
ら
ぎ
事
業
や
」「
電

線
地
中
化
」
等
で
街
並
み
は 
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担
能
力
に
応
じ
た
細
か
な
保

険
料
に
な
る
設
定
に
な
っ

た
。 

 
 

ま
た
、
国
が
実
施
す
る
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
た

め
の
緊
急
特
別
対
策
に
よ

り
、
市
に
交
付
さ
れ
る
「
介

護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
交
付
金
」
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
る
「
介
護
従
事
者
処
遇

改
善
臨
時
特
例
基
金
」
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
今
般
の
報

酬
改
定
に
伴
う
保
険
料
負
担

分
の
上
昇
を
抑
制
す
る
。 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

済
対
策
（
雇
用
対
策
な
ど
）

に
つ
い
て 

３
安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ「
医

療
体
制
（
救
急
）
再
構
築

と
自
然
環
境
と
災
害
対

策
」 

４
未
来
を
託
す
百
年
の
計
”

「
教
育
改
革
」
に
つ
い
て 

５
三
島
の
将
来
像
｜
保
健
や

医
療
、
福
祉
の
充
実
し
た

優
し
さ
の
あ
る
都
市
」
に

つ
い
て 

○
公
明
党
代
表 

 

秋
津
光
生
議
員 

１
子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

２
三
島
駅
南
北
自
由
通
路
推

進
事
業
に
つ
い
て 

３
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に

つ
い
て 

４
企
業
立
地
推
進
事
業
に
つ

い
て 

５
安
全
で
安
心
・
快
適
な
ま

ち
に
つ
い
て 

○
無
所
属
ク
ラ
ブ 

「
自
由
の
会
」
代
表 

 

堀
考
信
議
員 

１
０
９
年
度
予
算
に
つ
い
て 

２
市
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

い
て 

３
市
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い 

 
 

て 

 

大
不
況
到
来
の
中
で
、
０

９
年
度
、
２
月
議
会
が
始
ま

っ
た
。
議
案
は
以
下
、 

議
第
１
号
か
ら
16
号
ま
で

は
、
平
成
21
年
度
、
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
案

と
平
成
20
年
度
、
一
般
会

計
、特
別
会
計
補
正
予
算
案
。 

第
17
号
か
ら
20
号
議
案

は
県
下
市
町
の
数
の
減
少
や

市
道
廃
止
に
伴
う
も
の
。 

第
21
号
か
ら
29
号
ま
で

健
康
保
険
や
介
護
保
険
等
の

条
例
を
一
部
改
正
す
る
、 

第
30
号
は
新
た
に
提
案
さ

れ
た
食
育
基
本
条
例
。 

第
31
号
か
ら
37
号
ま
で

は
職
員
給
与
や
勤
務
時
間
の

条
例
変
更
等
に
関
す
る
も

の
。 

各
会
派
代
表
質
問
は
２
月
２

６
日
、
２
７
日
の
２
日
間
で

行
わ
れ
、
各
代
表
質
問
は
下

記
の
内
容
、 

○
経
水
会
代
表 

 

細
井
要
議
員 

平
成
21
年
度
よ
り
、
65
歳

以
上
の
負
担
が
19
％
か
ら

20
％
、

64
歳
ま
で
が

31
％
か
ら
30
％
と
な
る
。 

〈
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
方
法
〉 

 

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支

援
認
定
を
受
け
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
市
役
所
で
介
護
保

険
要
介
護
・
要
支
援
認
定
申

請
を
し
、
要
支
援
１
・
２
・

要
介
護
１
・
２
・
３
・
４
・

５
の
７
段
階
の
う
ち
ど
の
段

階
に
該
当
す
る
か
の
審
査
判 

 
 

１
合
併
に
つ
い
て 

２
財
政
に
つ
い
て 

３
主
要
事
業
に
つ
い
て 

４
三
島
駅
南
口
周
辺
開
発
事

業
に
つ
い
て 

５
新
教
育
長
の
教
育
方
針
に

つ
い
て 

○
日
本
共
産
党
議
員
団
代
表 

 

金
子
正
毅
議
員 

１
“
年
越
し
派
遣
村
“
の
教

訓
に
照
ら
し
、
三
島
市
の

生
活
保
護
行
政
を
検
証
す

る 

２
「
箱
根
の
里
」
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
は
再
考

す
べ
き
だ 

３
「
環
境
先
進
都
市
」
の
名

に
恥
じ
な
い
地
球
温
暖
化

対
策
を
求
め
る 

４
三
島
社
会
保
険
病
院
の
公

的
医
療
機
関
と
し
て
の
存

続
に
つ
い
て 

○
新
未
来
２
１
代
表 

 

石
渡
光
一
議
員 

１
三
島
市
の
健
全
財
政
対
策 

に
つ
い
て 

２
三
島
駅
南
北
再
開
発
と
経 

 

 

二
月
十
九
日
～
三
月
十
七
日 

  

二
月
議
会
が
始
ま
っ
た 

            

平
成
二
十
一
年
度
予
算
案
等           

 

市
内
商
店
街
の
活
性
化 

  

商
店
街
は
疲
弊
し
続
け
て
い
る
！ 

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
は
、要
介
護
認
定
を
受
け
、

費
用
の
一
部
（
原
則
と
し
て

１
割
）
を
負
担
し
て
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

第
１
号
被
保
険
者
は
65

歳
以
上
の
人
、
介
護
や
支
援

が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
場
合

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
。
市
で
決
め
ら
れ
た
所
得

段
階
に
応
じ
て
介
護
保
険
料

を
納
め
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。 第

２
号
被
保
険
者
、
40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
医
療

保
険
加
入
の
人
は
老
化
が
原

因
と
さ
れ
る
病
気
に
よ
り
、

介
護
や
支
援
が
必
要
と
認
定

さ
れ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
。
加
入
し
て
い
る 

 

定
資
料
作
成
の
た
め
の
「
訪

問
調
査
」
を
受
け
る
。
ま
た
、

申
請
書
に
は
本
人
の
主
治
医

名
を
記
載
し
、
市
か
ら
本
人

の
心
身
の
状
態
を
記
載
し
た

「
主
治
医
意
見
書
」
を
作
成

し
て
も
ら
う
。
資
料
が
揃
う

と
「
介
護
認
定
審
査
会
」
に

諮
り
介
護
度
が
決
定
さ
れ

る
。
介
護
度
が
重
度
に
な
る

ほ
ど
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

も
増
加
す
る
。 

 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は

在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）
ま
た

は
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。 

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
場
合
は
担
当
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
を
選
び
、
本
人
・

家
族
の
希
望
す
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
を
立
て
て
も
ら
い
、
プ

ラ
ン
に
沿
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
く
。
施
設
サ
ー
ビ 

 

ス
を
利
用
し
た
い
場
合
（
入

所
希
望
の
場
合
）
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
に
直
接
申
し
込

み
を
す
る
こ
と
に
な
る
。 

〈
保
険
料
額
の
見
直
し
〉 

今
回
の
計
画
で
第
１
号
披

保
険
者
の
保
険
料
額
が
一
部

見
直
さ
れ
る
。 

 

第
１
号
被
保
険
者
に
対
す

る
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
方
式
を
基
本
と
し
つ

つ
、
第
４
段
階
、
第
５
段
階

及
び
第
６
段
階
を
そ
れ
ぞ
れ

２
つ
に
分
割
す
る
な
ど
、
負 

 

医
療
保
険
ご
と
に
保
険
料
を

医
療
分
と
一
括
し
て
納
め

る
。 

〈
介
護
保
険
の
財
源
〉 

介
護
保
険
の
財
源
は
、
被

保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
等

と
公
費
（
税
金
）
で
夫
々
５

０
％
ず
つ
で
あ
る
。た
だ
し
、 

 

新しい第１号被保険者の保険料 

介護保険料の負担割合 

段階 年  額 

第１段階 22,800 円 基準額×0.5 

第２段階 22,800 円 基準額×0.5 

第３段階 34,300 円 基準額×0.75 

第４段階 43,400 円 基準額×0.95 

第５段階 45,700 円 
  基準額×1.00 

(月額 3.812 円×12月) 

第６段階 50,300 円 基準額×1.10 

第７段階 57,100 円 基準額×1.25 

第８段階 68, 600円 基準額×1.50 

第９段階 77,700 円 基準額×1.70 

第 10 段階 91,400 円 基準額×2.00 


